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11
〈新加盟組合〉

〈既存組合の企業内拡大〉

　
既
報
の
通
り
、
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
で
は
今
年
秋
の
組
織
・
運
動
の
見
直

し
及
び
日
本
サ
ー
ビ
ス
・
流
通
労
働
組
合
連
合
（
Ｊ
Ｓ
Ｄ
）
と
の
統
合
実
現

に
向
け
て
協
議
を
進
め
て
お
り
、
１
月
26
日
開
催
の
第
10
回
中
央
委
員
会
で

進
捗
状
況
や
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
報
告
・
提
案
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
松
浦

昭
彦
書
記
長
か
ら
概
要
及
び
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

101010

　
企
画
委
で
今
秋
の

　
方
向
性
を
確
認

11

産
別
統
合
を
見
据
え
た

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

11

26

10

11

　

【
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
カ
ン

パ
協
力
組
合
】

昨年12月スペシャルオリンピック
ス日本・宮城事務局へカンパ金を
贈呈する富永信明支部長（写真右）

を
支
援

ス
ペ
シ
ャ
ル

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

ス
ペ
シ
ャ
ル

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
を
支
援

新しい仲間達

ブリッジブリッジブリッジブリッジブリッジブリッジ

「
Ｊ
Ｓ
Ｄ
」と
の
統
合
協
議
進
む

2012年秋

一層活力あふれる組織へ
「組織・運動の見直し」と「産別統合」の進め方を提案
日本サービス・流通労働組合連合（ＪＳＤ）

　流通サービス産業の組合の連合体で、２００１年７月に
誕生。全国の百貨店、チェーンストア、専門店、卸売業、
食品関連（レストラン、食品製造など）、ホテル業、輸送
関連業、その他流通産業に関係する労働組合が加盟してい
る。２０１１年10月現在、加盟組合１３９組合、組織人員
は２２０,０５４名（男性37％、女性63％、パートタイマ
ー組合員48％）。
＜主要組合＞
（チェーンストア部会）
　SEIYUグループ労働組合連合会、ライフ労働組合、
イズミヤ労働組合、全東急ストア労働組合

（百貨店部会）
　三越伊勢丹グループ労働組合、全髙島屋労働組合連合会、
J.フロント　リテイリンググループ労働組合連合会、
そごう・西武労働組合

（総合サービス部会）
　クレディセゾン労働組合、京王プラザホテル労働組合、
ケーズホールディングスユニオン、エディオン労働組合

「
Ｊ
Ｓ
Ｄ
」と
の
統
合
協
議
進
む

INDEX
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２

３

４

１

２

３

４

ＵＩＺ組織・運動の見直し…

ヤングリーブス関連…………

母性保護を推進しよう………

文化集団「けっ作集」………
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２
０
１
１
年
１２
月
１０

日
、
東
京
・
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ

ン
同
盟
本
部
に
全
国
か
ら

９８
名
の
仲
間
が
集
結
し
、

第
１０
回
ヤ
ン
グ
リ
ー
ブ
ス

全
国
代
表
者
会
議
を
開
催

し
ま
し
た
。

各
支
部
、
ブ
ロ
ッ
ク
活

動
の
事
例
発
表
後
、
北
朝

鮮
に
よ
る
拉
致
被
害
者
松

本
京
子
さ
ん
（
当
時
、
加

盟
組
合
の
組
合
員
）
の
兄

・
孟
さ
ん
、
特
定
失
踪
者

問
題
調
査
会
の
村
尾
建
兒

専
務
理
事
、
川
合
孝
典
参

議
院
議
員
の
３
名
を
迎
え

「
拉
致
問
題
」
に
つ
い
て
、

初
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

冒
頭
、
進
行
役
を
務
め

た
小
野
寺
智
委
員
長
が
、

ヤ
ン
グ
リ
ー
ブ
ス
が
２
０

０
３
年
か
ら
取
り
組
み
始

め
た
活
動
の
経
過
を
説

明
。
続
い
て
松
本
さ
ん
か

ら
の
近
況
報
告
で
は
、
街

頭
の
署
名
活
動
が
大
き
な

原
動
力
に
な
る
と
の
話
が

あ
り
ま
し
た
。

村
尾
専
務
理
事
か
ら

は
、
特
定
失
踪
者
問
題
調

査
会
の
活
動
内
容
と
、
北

朝
鮮
に
拉
致
さ
れ
て
い
る

被
害
者
へ
支
援
を
呼
び
か

け
る
短
波
放
送
「
し
お
か

ぜ
」
の
活
動
や
拉
致
問
題

の
現
状
報
告
が
あ
り
、
川

合
議
員
か
ら
は
、
拉
致
問

題
に
対
す
る
日
本
政
府
の

取
り
組
み
と
署
名
活
動
の

重
要
性
に
つ
い
て
話
が
あ

り
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
終
了
後
、
各
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
か
れ
て
、
今
年
度

の
活
動
に
つ
い
て
討
議
・

内
容
の
発
表
を
行
い
、
２

０
１
２
年
度
活
動
方
針
を

採
択
し
ま
し
た
。
な
か
で

も
今
年
で
３
年
目
と
な
る

全
国
統
一
行
動
「
拉
致
被

害
者
救
出
に
対
す
る
署
名

活
動
」
に
つ
い
て
は
、
世

論
喚
起
の
た
め
に
街
頭
で

行
う
こ
と
の
重
要
性
を
再

確
認
し
ま
し
た
。

１
９
７
４
年
の
全
繊
同

盟
時
代
か
ら
社
会
運
動
と

し
て
継
続
し
て
い
る
「
北

方
領
土
返
還
要
求
運
動
」

に
つ
い
て
は
、
そ
の
一
環

と
し
て
内
閣
府
の
北
方
対

策
本
部
が
取
り
組
ん
で
い

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
フ
リ
ッ
プ

企
画
に
、
出
席
者
全
員
で

参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、

今
回
の
代
表
者
会
議
の
な

か
で
、
小
野
寺
智
さ
ん（
ツ

ル
ハ
ユ
ニ
オ
ン
）
か
ら
伊

本
博
志
さ
ん
（
イ
オ
ン
九

州
労
働
組
合
）
に
ヤ
ン
グ

リ
ー
ブ
ス
委
員
長
の
バ
ト

ン
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

【
メ
ッ
セ
ー
ジ
フ
リ
ッ

プ
企
画
】
�
「
北
方
領
土

返
還
に
向
け
た
想
い
」
を

メ
ッ
セ
ー
ジ
フ
リ
ッ
プ
に

書
い
て
掲
げ
た
写
真
を
一

般
公
募
し
、
そ
の
写
真
を

内
閣
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
パ
ネ
ル
展
等
で
掲
載
・

紹
介
さ
れ
る
も
の
で
す
。

組
織
内
衆
議
院
議
員
で

あ
る
川
端
達
夫
北
方
対
策

担
当
大
臣
は
も
と
よ
り
、

誰
で
も
参
加
で
き
る
も
の

で
、
日
魯
通
好
条
約
が
調

印
さ
れ
た
１
８
５
５
年
に

ち
な
ん
で
、
１
８
５
５
名

の
参
加
者
を
目
標
に
公
募

中
で
す
。

詳
し
く
は
、
内
閣
府
北

方
対
策
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
参
照
の
上
、
組
合

員
の
皆
さ
ん
も
積
極
的
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

昨
年
１２
月
２４
日
（
土
）
、

東
京
・
台
東
区
の
ホ
テ
ル

ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド
で
故
・
芦

田
甚
之
助
さ
ん
の
「
お
別

れ
の
会
」
が
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ

ン
同
盟
、
連
合
な
ど
関
係

団
体
の
共
催
で
し
め
や
か

に
行
わ
れ
た
。

友
人
代
表
と
し
て
和
田

正
さ
ん
（
元
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ

ン
同
盟
東
京
都
支
部
長
・

元
連
合
東
京
会
長
）
は
次

の
よ
う
に
語
っ
た
。

芦
田
さ
ん
は
中
学
で
は

生
徒
会
長
、
高
校
で
は
弁

論
部
長
を
務
め
る
な
ど
優

等
生
だ
っ
た
。
そ
の
後
早

稲
田
大
学
を
経
て
全
繊
同

盟
（
現
在
の
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ

ン
同
盟
）
へ
入
局
。
新
潟

県
支
部
長
時
代
は
「
オ
ル

グ
は
誠
心
誠
意
、
人
間
性

を
ぶ
つ
け
る
も
の
」
と
語

り
「
執
行
部
が
自
信
を
持

っ
て
指
導
す
れ
ば
、
組
合

員
は
納
得
す
る
」
と
い
う

の
が
持
論
で
あ
っ
た
。
団

体
交
渉
で
も
相
手
に
隙
を

与
え
な
い
で
堂
々
と
渡
り

合
い
、
経
営
者
か
ら
も
一

目
置
か
れ
、
中
小
労
組
の

組
織
化
・
組
織
強
化
に
尽

力
し
た
。
ま
た
、
そ
の
信

念
は
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
会

長
、
連
合
会
長
と
し
て
も

発
揮
さ
れ
た
。

趣
味
は
焼
き
物
や
陶
器

の
収
集
で
、
と
く
に
「
ぐ

い
飲
み
」
や
「
フ
ク
ロ
ウ
」

な
ど
の
置
物
が
好
き
だ
っ

た
。
日
本
酒
が
好
き
で
、

飲
む
と
よ
く
佐
渡
の
「
相

川
音
頭
」
や
「
人
生
劇
場
」

な
ど
を
歌
っ
て
い
た
。

（
２
０
１
１
年
１１
月
１０
日

逝
去
、
享
年
７７
歳
）

１４
日
（
土
）
、
神
奈
川

・
新
横
浜
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
で
故
・
宇
佐
美
忠
信
さ

ん
の
「
お
別
れ
の
会
」
が

Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
、
連

合
な
ど
関
係
団
体
の
共
催

で
執
り
行
わ
れ
た
。

友
人
を
代
表
し
て
�
木

剛
国
際
労
働
財
団
理
事
長

（
前
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟

会
長
・
前
連
合
会
長
）
は

次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

宇
佐
美
さ
ん
は
１
９
４

６
（
昭
和
２１
）
年
、
全
繊

同
盟
結
成
と
同
時
に
入

局
。
近
江
絹
糸
争
議
な
ど

の
実
践
を
通
じ
て
労
働
組

合
主
義
に
基
づ
く
自
由
に

し
て
民
主
的
労
働
運
動
を

形
成
。
そ
の
精
神
が
い
ま

の
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
、

連
合
運
動
に
生
か
さ
れ
て

い
る
。
宇
佐
美
さ
ん
は
柔

和
な
風
貌
と
温
和
な
性
格

で
あ
る
一
方
で
、
筋
を
通

す
人
。
「
前
に
は
着
実
に

進
む
が
、
後
ろ
に
は
絶
対

に
退
か
な
い
」
と
い
う
意

味
で
「
こ
っ
て
牛
」
と
い

う
あ
だ
名
が
つ
い
て
い

た
。
ま
た
「
和
し
て
同
ぜ

ず
（
仲
良
く
し
て
も
良
い

が
、
自
分
の
信
念
を
曲
げ

て
ま
で
迎
合
し
て
は
な
ら

な
い
）
」
と
語
ら
れ
た
。

人
材
育
成
・
教
育
に
熱

心
で
、
若
い
リ
ー
ダ
ー
に

は
祖
国
を
愛
し
、
良
い
国

家
を
つ
く
る
志
を
持
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
思
い
で

「
足
は
職
場
に
、
胸
に
は

ま
な
こ

祖
国
を
、
眼
は
世
界
へ
」

と
語
り
続
け
た
。

（
２
０
１
１
年
１１
月
１０
日

逝
去
。
享
年
８６
歳
）

Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟

は
こ
と
し
も
組
織
強
化

活
動
の
一
環
と
し
て
、

機
関
紙
・
誌
コ
ン
ク
ー

ル
を
実
施
し
ま
す
。
労

働
組
合
に
と
っ
て
情
報

を
伝
え
る
こ
と
は
重
要

な
活
動
で
す
。
機
関
紙

・
誌
を
発
行
し
て
い
な

い
組
合
は
こ
の
機
会
に

発
行
し
ま
し
ょ
う
。

▽
目
的
�
①
組
合
員

に
わ
か
り
や
す
く
組
合

活
動
を
伝
え
、
参
加
を

促
す
機
関
紙
・
誌
を
表

彰
す
る
②
機
関
紙
・
誌

を
未
発
行
の
組
合
が
発

行
す
る
機
会
と
す
る
。

▽
募
集
作
品
�
①
機

関
紙
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
含
む
）

②
機
関
誌
③
か
べ
新
聞

▽
対
象
期
間
�
昨
年

の
６
月
１
日
か
ら
こ
と

し
の
５
月
３１
日
ま
で
の

１
年
間
に
発
行
し
た
も

の
の
う
ち
か
ら
１
部

（
新
年
号
や
議
案
特
集

号
な
ど
は
避
け
て
、
通

常
号
で
の
応
募
を
）

▽
応
募
方
法
�
作
品

に
応
募
用
紙
を
添
付
し

て
郵
送
（
応
募
用
紙
は

Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

▽
送
付
先
�
Ｕ
Ｉ
ゼ

ン
セ
ン
同
盟
広
報
・
情

報
企
画
局
「
機
関
紙
・

誌
コ
ン
ク
ー
ル
」係（
〒

１
０
２
�
０
０
７
４
東

京
都
千
代
田
区
九
段
南

４
�
８
�
１６
、
電
話
０

３
�
３
２
８
８
�
３
５

６
６
）
。

▽
受
付
期
間
�
３
月

１
日
（
木
）
～
６
月
１５

日
（
金
）

▽
審
査
�
２
０
１
２

年
７
月

▽
入
賞
�
最
優
秀
賞

１
点
（
１０
万
円
）
（
全

体
か
ら
）
、
優
秀
賞
は

①
機
関
紙
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
含

む
）
②
機
関
誌
③
か
べ

新
聞
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１

点
（
各
３
万
円
）
、
佳

作
５
点
（
各
１
万
円
）

（
全
体
か
ら
）
、
創
刊

賞
（
こ
の
機
会
に
機
関

紙
・
誌
を
創
刊
し
た
組

合
を
対
象
）

街
頭
で
の
喚
起
が
重
要

（２）

お年玉大幅減

やっぱり世相の影響が大きいなー�

三菱レイヨンＯＢ 相馬 美智男

バ
ト
ン
が
伊
本
新
委
員
長
へ

（第三種郵便物認可）

ヤングリーブス全国代表者会議で初めて

開催したパネルディスカッションの様子

早期解決へフリップを示す組織内

議員の川端達夫北方対策担当大臣

お別れの会

故・宇佐美忠信さんの「お別れの会」が執り

行われた神奈川・新横浜プリンスホテル会場

中中

小小

労労
組組
のの

組組
織織
化化
にに
尽尽
力力

元
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
会
長

芦
田

甚
之
助

さ
ん

２８０号２５５６�

お別れの会

�
和和
しし
てて
同同
ぜぜ
ずず
�のの
信信
念念

故・芦田甚之助さんの「お別れの会」がしめ

やかに行われたホテルラングウッドの会場

２０１２年（平成２４年）１月１９日（木）

元
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
会
長

宇
佐
美

忠
信

さ
ん

昨年の入選作品

第第８８回回

機機
関関
紙紙
・・
誌誌
ココ

ンン

クク
ーー
ルル

作作
品品
募募
集集
月月

日日

～～

月月

日日

署署名名活活動動がが原原動動力力にに
第１０回ヤングリーブス全国代表者会議
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ＵＩゼンセン同盟が加盟している「ＴＷＡＲＯ」（アジア繊維、

２２カ国、７４組織、２４０万名）の「母性保護に関する地域ワークショ

ップ」が２０１１年１１月８～９日にフィリピンのマニラで開催され、１６

カ国から５１名（ＵＩゼンセン同盟から３名）が参加しました。本

ワークショップに参加した帝人労組の水戸弘美執行委員から当日

の様子及び今後の母性保護推進へ向けた思いが届きました。

母
性
保
護
の
実
態
を

把
握
し
啓
発
活
動
を

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、

島
田
尚
信
Ｔ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｏ
会

長
（
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟

副
会
長
）
か
ら
の
「
母
性

保
護
の
重
要
性
と
各
国
の

状
況
を
理
解
し
、
ア
ジ
ア

全
体
で
統
一
的
に
活
動
を

行
っ
て
い
こ
う
」
と
の
力

強
い
挨
拶
で
始
ま
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
各
国
の
母

性
保
護
に
関
す
る
国
内
法

の
状
況
報
告
や
事
例
紹

介
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

私
は
、
各
国
の
現
状
報

告
や
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
日

本
で
は
当
た
り
前
の
権
利

と
な
っ
て
い
る
産
前
産
後

休
暇
が
他
の
国
で
は
期
間

が
短
い
こ
と
や
、
強
制
的

に
休
み
と
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
産
後
休
暇
が
保
障

さ
れ
て
い
な
い
な
ど
の
状

況
を
知
り
、
シ
ョ
ッ
ク
を

受
け
ま
し
た
。
と
同
時
に
、

お
互
い
の
国
の
状
況
や
考

え
を
理
解
し
た
う
え
で
の

母
性
保
護
に
関
す
る
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の

話
し
合
い
は
と
て
も
有
意

義
な
も
の
と
な
り
ま
し

た
。本

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

は
母
性
保
護
の
拡
充
へ
向

け
て
の
今
後
の
取
り
組
み

と
し
て
、
「
研
修
会
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
取
り
入
れ

る
」
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
広

め
る
」
「
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
配
る
」
な
ど
自
分
達
で

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ

う
と
い
う
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。
私
も
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン

セ
ン
新
聞
を
通
じ
て
、
組

合
員
の
方
に
伝
え
て
い
き

ま
す
。

�
Ｌ
Ｏ
の
母
性
保
護

条
約
の
批
准
が
必
要

母
性
保
護
に
関
し
て

は
、
国
際
労
働
機
関
（
Ｉ

Ｌ
Ｏ
）
の
母
性
保
護
条
約

（
第
１
８
３
号
、
別
項
参

照
）
が
あ
り
、
そ
の
実
施

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

の
条
約
に
批
准
し
て
い
る

の
は
２
０
１
１
年
５
月
末

現
在
で
２４
カ
国
の
み
で
、

い
く
つ
か
の
条
項
を
満
た

し
て
い
る
国
は
あ
る
も
の

の
、
日
本
を
含
め
ア
ジ
ア

太
平
洋
地
域
で
批
准
し
て

い
る
国
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
基
準
は
国
際
的

に
守
る
べ
き
基
準
で
あ

り
、
そ
の
最
低
ラ
イ
ン
の

基
準
す
ら
法
整
備
が
で
き

て
い
な
い
の
が
現
状
で

す
。こ

の
Ｉ
Ｌ
Ｏ
１
８
３
号

条
約
を
批
准
す
る
に
は
国

内
法
を
改
正
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
批
准
す
る
こ
と

で
働
く
女
性
に
と
っ
て
一

層
安
心
し
て
働
き
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も

労
働
組
合
や
国
際
労
働
運

動
の
活
動
と
し
て
、
母
性

保
護
に
関
す
る
国
内
法

（
別
項
）が
国
際
基
準
に
沿

っ
た
も
の
と
な
る
よ
う
に

改
正
を
要
求
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。
ぜ
ひ
、

皆
さ
ん
に
Ｉ
Ｌ
Ｏ
１
８
３

号
条
約
の
内
容
や
国
内
法

を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

何
よ
り
も
各
職
場
で
の
問

題
点
を
把
握
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

今
後
も
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
に
一
緒
に
参
加
し
た

グ
ン
ゼ
労
働
組
合
の
安
田

真
理
子
常
任
中
央
執
行
委

員
ら
と
と
も
に
、
Ｕ
Ｉ
ゼ

ン
セ
ン
同
盟
内
に
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
広
げ
、
母
性
保

護
の
推
進
へ
向
け
た
活
動

を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

明
治
４
年
、
三
重
県

桑
名
市
で
牛
鍋
屋
と
し

て
創
業
以
来
「
柿
安
本

店
」
は
今
年
で
１
４
０

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

精
肉
、
惣
菜
、
食
品
、

レ
ス
ト
ラ
ン
の
４
事
業

を
手
が
け
、
全
国
の
百

貨
店
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
に
店
舗
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
従
業

員
は
約
６
０
０
０
人
。

松
阪
牛
の
取
扱
高
で

シ
ェ
ア
１０
％
を
誇
る

「
柿
安
精
肉
店
」
、
百

貨
店
に
展
開
し
て
い
る

洋
惣
菜
の
「
柿
安
ダ
イ

ニ
ン
グ
」
を
拡
充
し
つ

つ
、
中
華
惣
菜
、
和
菓

子
な
ど
も
展
開
。
一
流

シ
ェ
フ
が
目
の
前
で
調

理
、
提
供
の
「
顔
の
見

え
る
惣
菜
」
は
絶
大
な

支
持
を
得
て
い
ま
す
。

私
達
は
「
お
い
し
い

も
の
を
お
値
打
ち
に
提

供
す
る
」
と
い
う
創
業

以
来
の
経
営
理
念
を
守

り
、
時
代
の
変
化
に
対

応
し
た
新
し
い
「
食
」

の
あ
り
方
を
提
案
し
て

い
き
ま
す
。
「
労
働
組

合
も
、
会
社
も
も
っ
と

い
い
組
織
に
」
の
信
念

で
努
め
て
い
き
ま
す
。

（
委
員
長
・
久
田
知
克
）

「てんとう虫チョコ」を買って、ガーナの子ども達へ教育支援をしよう！

日本が輸入するカカオ豆（チョコレートの原料）の約７割を占めるガーナでは、学校
に行けずに農園で働く子ども達が大勢います。ＵＩゼン
セン同盟が支援しているＮＰＯ法人「ＡＣＥ」（エース）で
は、ガーナの児童労働を無くすために、２００９年から「しあ
わせを運ぶ てんとう虫チョコ」を販売し、販売価格２５０
円の内２０％をガーナの子ども達の教育支援に役立ててい
ます。詳しくは、「ＡＣＥ」プロジェクト特設サイト（http：
��acejapan.org/choco/）もしくはTEL０３‐３８３５‐７５５５へ。

☆商品名 「しあわせを運ぶ てんとう虫チョコ」
☆価格 １パック２５０円（税込）
☆内容量 １０ｇ（１個５ｇ×２個入り）

ＵＩゼンセン同盟の労働協約標準案および
男女平等指針（法を上回る部分）

（産前産後休暇）産前は本人の申し出により、産後は
申し出を要せず、それぞれ８週間（多胎妊娠の場合は
産前１４週間）の休暇を付与。

会社は会社以外（健康保険など）から給付される金額
を含め賃金の３分の２以上を保障

(通院休暇）会社は妊娠中及び産後１年以内の女性が申
し出たときは、妊娠週に応じて通院休暇を与え、それ
に必要な時間、日は勤務したものとみなす。
(妊産婦の労働時間の変更）本人の申し出により、時差
出勤又は労働時間の短縮を認める。

（妊娠中の休憩に関する措置）本人の申し出により、
休憩の延長、休憩回数の増加の措置をとる。

（つわり休暇）本人の申し出により、１回の妊娠につ
き通算１４日を限度に必要な時期に「つわり休暇」を与
え、その日は勤務したものとみなす。

（原職復帰） ①復帰の場合、原則原職又は原職相当
職とする。②復職時の賃金、資格上の格付けは休業前
の水準以上とする。③復職後の昇進・昇格・昇給基準
については休業前の勤務実績を加味する。

（育児時間）生後満１歳に達しない子を育てる組合員
に、普通の休憩時間の他１日２回、１回につき４５分の
育児時間を与え、その時間は労働したものとみなす。
但し、本人の申し出により、９０分の通算を認める。
（搾乳への配慮）搾乳時間、場所の確保と搾乳した母
乳の保存の冷凍冷蔵庫の設置を確保する。

日本の現行法規
（労働基準法、男女雇用機会均等法）

女性労働者

＜労基法＞産前６週間（多胎妊娠の場合は
１４週間）＜いずれも請求した場合＞、産後
８週間は就業不可（但し、６週間経過後、
本人が請求し、医師が支障ないと認めた業
務に就かせることは差し支えない）。

＜労基法＞賃金の支払いについての規定はな
い。（但し、健康保険に加入している者は、
健康保険から産休前に毎月支払われた賃金の
３分の２程度が手当金として支払われる）。

＜労基法＞妊娠中の女性が請求した場合、
他の軽易な業務に転換させる。また、妊産
婦等を有害な業務に就かせてはならない。
＜均等法＞妊産婦のための保健指導又は健
康診断を受診するために必要な時間を確保。
また、妊娠中及び出産後の女性労働者が健
康診断等を受け、医師等から指導を受けた
場合は、事業主は勤務時間の変更、勤務の
軽減等必要な措置を講じる。

＜労基法＞産前産後休業期間中及びその後
３０日間の解雇禁止。
＜均等法＞事業主は、女性労働者が婚姻、
妊娠、出産、産前産後休暇の取得、妊娠中
の時差通勤などを理由とした解雇や不利益
取り扱いを禁止。

＜労基法＞生後満１年に達しない生児を育
てる女性は、１日２回各々少なくとも３０分
の育児時間を請求できる。
※ＩＬＯ１８３号条約の批准のためには育児時
間中の賃金を１００％保障することが必要であ
る。現行法には盛り込まれていない。

ＩＬＯ第１８３号条約

すべての女性被用者

14週間以上。産後６週間は
義務的休暇とし、強制的に休
暇を付与。

原則、産休前所得の３分の２
を下回ってはならない。

妊娠及び授乳期間中の女性を
健康を損なう危険のある業務
に就かせてはならない。

妊娠、出産休暇又は国内法が
定める復帰後の一定期間中
に、妊娠・出産・授乳を理由
に解雇してはならない。出産
休暇後の職場復帰について
は、同じ職位又は休暇前の給
与が支払われる同等の職位に
戻れることを保障する。また、
採用時の妊娠検査の禁止。

１日１回以上の哺育時間を付
与するか、労働時間短縮の措
置を講じる。この哺育時間及
び短縮された労働時間は勤務
時間とみなし、有給とする。

項 目

適用対象者
（保護される者）

母性休暇
（出産休暇）

休業期間中
の現金給付

健康の保護

雇用保障

哺育のため
の休憩

（第三種郵便物認可）

母母
性性
保保
護護
のの
拡拡
充充
目目
指指
しし

顔の見える惣菜づくりで頑張る

「食」のあり方を提案

てんとう虫チョコ

グループ討議中の水戸さん（中央）と安田さん

（左）。母性保護の推進へ活発な意見交換を行った

母性保護に関する諸規定

２８０号２５５６�２０１２年（平成２４年）１月１９日（木）（３）

ガガーーナナのの児児童童労労働働ををななくくそそうう�

柿柿安安本本店店

Ｔ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｏ
地
域

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ



　UIゼンセン同盟には、文化集団があ
ります。随時新しい仲間を募集してい
ます。気軽にご参加ください。
★「マンガ集団」結成56年。『UIゼ
ンセン新聞』『Yuai』など機関紙・
誌で活躍。会報発行。
★「詩人集団」結成44年。機関紙・
誌、会報をつうじて働く仲間の文芸活
動を広める。

★「カメラ集団」結成26年。機関紙・
誌、各種ポスターに協力。コンクール
への応募、会報発行など。
▷入会の条件＝①マンガ、詩、カメラ
に一定の経験がある②組合の推薦③年
会費3000円ほか。
▷お問い合わせ＝文化集団事務局（広
報・情報企画局）☎03‒3288‒3566ま
で。

UIゼンセン同盟文化集団同人募集

ふ
れ
あ
い
広
場

マンガ・詩人・カメラ集団

けっ作集
「
安
心
し
て
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
！
」

Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟

鈴
木
　
慎

「
猿
だ
ん
ご
」

２
０
１
２
年
こ
の
冬
を
ど
う
乗
り
切
る

全
東
レ
Ｏ
Ｂ

 

有
光
　
幸
知

「
よ
く
見
え
る
」

東
レ
滋
賀
Ｏ
Ｂ 

 

沼
尾
　
勲

「
河
豚
」

カ
ネ
ボ
ウ
Ｏ
Ｂ
　
藤
牧
　
初
彦

「
ス
ピ
ー
ド
・
ス
ケ
ー
ト
」

ク
ラ
レ
西
条
Ｏ
Ｂ

今
西
　
博
之

「
襟
足
」

東
レ
滋
賀
Ｏ
Ｂ
　 

 

須
藤
　
豊

【テーマ・窓】

　
【
茨
城
県
支
部
発
】
２

０
１
１
年
12
月
３
日
、
茨

城
県
労
働
福
祉
会
館
で
、

ユ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
教
室

を
開
催
し
ま
し
た
。
15
組

合
か
ら
29
名
が
参
加
。

　

は
じ
め
に
、｢

労
働
組

合
の
基
本｣｢

労
働
組
合
の

組
織
と
運
営｣

に
つ
い
て

講
義
、
続
い
て
山
田
紡
績

合
理
化
闘
争
の
経
過
を
ま

と
め
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
上
映
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、｢

政
治
活
動｣

に
つ
い
て
教
育
委
員
に
よ

る
講
義
、
及
び
青
山
大
人

県
議
会
議
員
、
佐
藤
光
雄

県
議
会
議
員
、
小
室
正
己

市
議
会
議
員
か
ら
各
級
議

会
報
告
及
び
日
頃
の
活
動

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
政
・
政
治
全

般
に
対
し
て
の
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
行
い
、
各
グ
ル

ー
プ
の
質
疑
応
答
で
は
組

合
活
動
や
政
治
活
動
に
つ

い
て
率
直
な
意
見
や
要
望

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
情
報

の
共
有
化
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が

で
き
て
良
か
っ
た
」
「
問

題
の
解
決
方
法
が
見
え

た
」
「
各
級
議
員
の
方
々

と
ふ
れ
あ
う
時
間
を
持
つ

こ
と
が
で
き
有
意
義
で
あ

っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
多

数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。　

（
鈴
木
）

　
【
宮
崎
県
支
部
発
】
２

０
１
１
年
12
月
10
日
、
延

岡
市
・
旭
化
成
向
陽
ク
ラ

ブ
で
、
２
０
１
２
年
度
職

場
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
15

組
合
62
名
の
出
席
の
も
と

開
催
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
須
藤
弘
志

教
育
委
員
会
委
員
長
が
主

催
者
挨
拶
及
び
研
修
会
の

目
的
に
つ
い
て
述
べ
、
続

い
て
、
内
藤
高
明
組
織
強

化
・
教
育
局
部
長
が
労
働

組
合
の
基
本
と
職
場
リ
ー

ダ
ー
の
役
割
、
労
働
基
準

法
、
労
働
組
合
法
な
ど
に

つ
い
て
講
義
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
財
務
諸
表
の
見

方
で
は
、
潤
和
会
病
院
の

田
中
高
志
経
理
部
長
か
ら

損
益
計
算
書
、
貸
借
対
照

表
な
ど
を
独
自
に
作
成
し

た
資
料
を
も
と
に
、
勘
定

科
目
の
意
味
や
収
益
力
の

分
析
な
ど
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
田
中
部

長
は
労
働
組
合
の
書
記
長

の
経
験
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
団
体
交
渉
の
経
験
を

ふ
ま
え
て
、
よ
り
実
践
的

な
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
運
動
の
基
本
で

あ
る
相
互
扶
助
の
観
点
か

ら
、
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟

見
舞
金
共
済
に
つ
い
て
学

習
。
参
加
者
一
同
、
職
場

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
自
覚

を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
充

実
し
た
研
修
会
と
な
り
ま

し
た
。 

（
篠
原
）

ちょっと一休み
　忙しいあなた、ちょっと一休みして
クイズで疲れた頭をリフレッシュして
みませんか。今回は初級編です。解答
は下に掲載。

□の中にあてはまる数字はなんでしょうか？

５００＞１０＞□＞５＞５０＞１

問題１

段ボールの中にリンゴが３個入っています。これを
３人に平等に分け、なおかつ段ボールに１個残して
おくにはどうすればよいでしょうか？

問題２

【答え】（問題１）１００。日本の硬貨の大きさ（直径）を比較した。（問題２）２人は１個ずつとり、残りの１人が段ボールごともらった。

〈
年
金
〉

日
当
に
し
て
く
れ―

若
者

（
曽
我
の
屋
農
興
・
小
池
）

労働組合の基本などについて学んだ茨城県支部のユニオンリーダ
ー教室（写真上）と宮崎県支部の職場リーダー研修会の様子

茨  城

宮  崎

情報の共有化が大切
職場リーダーへ期待

　忙しいあなた、ちょっと一休みして
クイズで疲れた頭をリフレッシュして
みませんか。今回は初級編です。解答

頭の
体操


